
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新垂水図書館の開館に寄せて 

三重野 雅文 

 

 2025 年 9 月 30 日、 雲ひと つない晴天のも と 、 新し

い垂水図書館が開館し た。  

 こ れは、 リ ノ ベーショ ン・ 神戸第 2 弾における垂

水活性化プラ ン の一環と し て 2019 年度より 取り 組ん

でき たも のである 。 地下 1 階に原付駐車場と 自転車

駐輪場、1 階に交通ロ ータ リ ーを 備えてはいるも のの、

2 階から 4 階が図書館と なっ ており 、ほぼ単独館と し

て堂々たる存在感を 放っ ている 。  

 レ バン テ垂水 2 番館 1 階にあっ た旧館も また、 垂

水駅前再開発事業のひと つと し て 1991 年 11 月に設

置さ れたも のだが、 占有面積 686 ㎡と 、 市内各区の

図書館と 比較し ても 狭小と 言わざ る を 得ず、 駅前の

至便な立地のため多く の利用があり ながら も 、 新し

く 大き な図書館を 望む声は多かっ た。  

 新垂水図書館の基本方針策定にあたっ ては、 こ れ

ら 市民の声を 反映さ せる べく 、 地域住民へのア ン

ケート 調査やパブ リ ッ ク コ メ ン ト を 実施し た。 その

結果見えてき た、 ゆっ たり と 図書館で過ごし たいと

いう ニーズに応える べく 方針を ま と めた。 その核と

なる コ ン セプ ト は「 人と 本のみなと 」 である 。 垂水

と いう 海に近い地域にと っ て身近な「 みなと 」 を キー

ワード に据え、 本や情報が集まり 、 人が集まり 、 集 

 

まっ た人同士が交流する イ メ ージが表現さ れている 。 

 図書館の面積と し ては約 2, 200 ㎡と 旧館の 3 倍以

上の広さ と なっ た。 2 階に一般書、 3 階に児童書と 蔵

書を 分散配置する こ と で 、 年代によ る 過ご し 方の違

いに応えら れる よ う に整えた。 座席も およそ 300 席

と 大幅に拡充し 、 読書のための席の他に、 個人やグ

ループでの学習スペースも 設けるこ と も でき た。4 階

にはセミ ナー室（ 愛称「 たる みなと ルーム」） を 設け、

講座など 各種行事を 行い利用者が集える 場所と し た。 

 こ の図書館の大き な魅力と なっ ている のが屋上の

庭園である 。 晴れた日には深い青色を 湛えた海が見

え、 西に目を 転じ れば明石海峡大橋が見える 。 街の

真ん中にいな がら 開けた空間で読書に没頭する も よ

し 、 光と 風を 感じ ながら 寛ぐ も よ し 、 ふと 日常から

離れた時間を 過ごし ていただける のではないだろ う

か。  

 新館開館以降多く の方のご来館があり 、 11 月 6 日

には早く も 10 万人を 達成。 以後も 好調に推移し てい

る 。 こ の新し い図書館が末永く 地域の皆さ んに利用

さ れ、 街のシン ボルと し て愛さ れ続ける こ と を 願う 。 

 

（ 文化スポーツ局長）

神戸市立図書館報 
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新垂水図書館の開館について 

総務課課長  西山 智子 

総務課係長 川村 凜太郎 

総務課  乾 あさ 子 

 

1． 垂水図書館のあゆみ 

 本市における地域図書館の設置は「 神戸市生活環

境基準中期計画( 1972) 」 にて各区設置の方針が明確

化さ れ、 いわゆる“ 一区一館構想” のも と 整備を 行

う こ と と なっ たが、 垂水地域については、 1980 年に

「 市立図書館の設置に関する 請願」 が採択さ れたこ

と を き っ かけにその機運が高まり 、 折し も 動き 始め

た垂水駅前の再開発事業において図書館も 計画さ れ

る に至っ た。そし て 1991 年 11 月 25 日、レ バン テ垂

水２ 番館、 区総合庁舎や勤労市民センタ ー等と の複

合ビ ル内 1 階に旧垂水図書館は誕生し た。 占有面積

686 ㎡、 当初冊数 4 万 5 千冊と 、 大き な図書館と は

言えないが、 開館当初から 連日大勢の利用者が訪れ

大変な賑わいを 見せた。  

 

2． 新館の計画と 基本方針、 コ ンセプ ト の決定 

 旧垂水図書館は駅に近いと いう 立地面での利便性

の高さ から 、 その後も 安定し て多く の利用があっ た

が、 図書館の役割が時代と と も に次第に変化し 、 地

域における 交流拠点や日常の課題解決支援、 さ ら に

は身近な居心地のいい場所と し ての在り 方が求めら

れる よう になっ た。 垂水図書館の来館者アン ケート

においても 館内の読書スペースや学習席、 蔵書の拡

充についての意見は常に寄せら れていた。  

 2019 年に本市が発表し た「 リ ノ ベーショ ン・ 神戸」

プロ ジェ ク ト では、 垂水駅周辺も まちの顔と なる場

所と し て、 まちの魅力向上を 目指し ての公共・ 公益

施設の再配置が行われるこ と と なっ た。 こ の中で新

垂水図書館も 整備さ れるこ と になり 、 駅前空間のラ

ン ド マーク と し て、 地域の活性化に役立つ図書館の

検討が始まっ た。  

 新垂水図書館の基本的な設計と し ては、 垂水駅周

辺の車両混雑緩和のための交通ロータ リ ーや原付駐

車場を 併設し 、 隣接する駅前広場と の一体感を 持た

せる こ と が求めら れた。 また、 図書館の機能につい

ては、 定例的に行っ ている 来館者アンケート に加え

て利用者アン ケート を 実施。 中央図書館で基本方針

案を 作成し 、2020 年 11 月 6 日から 12 月 6 日まで意

見募集を 行っ た。 いただいた意見を 反映し 、 2021 年

3 月に基本方針を 策定。 新し い図書館はゆっ く り と

本に親し み調べも のができ る 滞在型図書館であるこ

と 、 親子での読書や学習など思い思いの過ごし 方が

でき るこ と を 念頭に、 整備を 進める こ と と なっ た。  

 新垂水図書館のコ ン セプト は「 人と 本のみなと ～

生涯の学びを 支える 情報拠点～」 である 。 人やも の

が集まる 港のよ う に、 本や情報そし て人が集まっ て

交流が生まれ、 創造性を 育む場所と なる こ と 、 読書

や学習、 課題解決に役立ち、 日々の暮ら し に「 心の

みなと 」 と し て寄り 添う こ と を 企図し た。  

 

3． 整備事業の経緯 

 新図書館の設計委託先事務所は公募型簡易プ ロ

ポーザルによ り 選定し た。 外部の学識経験者を 含む

「 新垂水図書館・ ロ ータ リ ー・ 原動機付自転車駐車

場他整備工事設計業務事業者選定委員会」 を 設置。

「 参加表明書」 によ る 一次審査、 のち 「 調査表」 及

びヒ アリ ングによる 二次審査を 行っ た。 参加表明書

提出 17 者、ヒ アリ ン グ対象事業者 5 者から 選定さ れ

た事業者は、 フ ジワラ ボ・ タ ト ・ ト ミ ト 設計共同体

（ 構成企業は株式会社フ ジワラ テッ ペイ アーキテク

ツ ラ ボ・ 株式会社タ ト アーキテク ツ ・ 株式会社ト ミ

ト アーキテク チャ ） である。  

 選定事業者については、 地域の思いを 汲み取り 積

極的に取り 入れる姿勢と 、 それを 実現するための具

体的な方法や体制があるこ と が高く 評価さ れた。 ま

た、 建築計画においても 図書館と し ての基本的な空

間づく り に加え、 様々なラ イ フ ステージに合わせた

コ ミ ュ ニティ の場や居場所づく り が多角的に検討さ

れている こ と 、 地域に開かれた図書館と し て「 裏側

を つく ら ない」 設計が評価を 得ての結果と なっ た。  

 

 2021 年、整備計画について夏頃に予定し ていた地

元説明会は、 新型コ ロ ナウイ ルスの感染拡大によ る

緊急事態宣言の発令により 中止と なっ た。そのため、

地元説明会に代えて説明チラ シを 配布し 、 同年 11

月に意見回答のための地元説明会を 行っ た（ 合計 6

回・ のべ 70 人参加）。  

 2022 年 7 月、先行工事の地元説明会を 経て先行工

事を 実施。 同年 10 月から 文化財調査を 開始し た

（ 2023 年 6 月完了）。  

 本体工事は 2024 年 2 月に着工、 2025 年 8 月に工

事を 完了し た。  

  

 工事と 並行し 、 バリ アフ リ ー対策と し て、 兵庫県

のチェ ッ ク ＆アド バイ ス制度を 利用し 、 設計に対す

る 利用者目線から の助言を 求めた。 その結果、 利用

者動線の見直し 、 エレ ベータ ーやト イ レ への機能追

加等を 行う こ と と なっ た。   



- 3 - 

 

4． 内装整備について  

 新し い垂水図書館は、 複合施設レ バンテ垂水 2 番

館内にあっ た旧館と 比較する と フ ロ アが複数（ 2～4

階） と なり 、 延床面積は 3 倍以上、 座席数は 4 倍以

上の規模と なっ た。 その内装整備を 行う にあたり 基

本的な考え方と し て意識し たのがゾ ーニングである 。

静かに読書を する、 親子でおし ゃ べり し ながら 絵本

を 選ぶ、 グループで学習する など多様な利用を 想定

し て諸室のレ イ アウト を 設計者と 共に検討し 、 2 階

に一般書コ ーナー、 3 階に児童書コ ーナーを 配置す

る こ と になっ た。  

2 階の一般書コ ーナーは中央に設置さ れた「 く 」

の字型書架の両側を メ イ ン 動線と し 、 そこ から 枝分

かれする よ う に各書架が配置さ れている 。 単体で見

る と 直線的でオーソ ド ッ ク スな形状の書架であるが、

全体の配置に不規則性を 持たせるこ と で、 目的の本

を 探し やすいこ と と 偶然の本と の出会いを 誘発する

こ と を 両立でき る配置と なっ ている 。  

3 階の児童書コ ーナーの書架は 2 階のも のと は対

照的に曲線的なデザイ ンを 採用し 、 子ども の目線の

高さ から 眺めると 様々な方向に絵本が見える 空間が

広がっ ている 。 絵本の中には神戸垂水ロ ータ リ ーク

ラ ブおよ び台湾の基隆東ロ ータ リ ーク ラ ブから いた

だいた寄付金により 購入し た洋書絵本も ある 。 同じ

フ ロ アにある 「 おはなし ひろ ば」 は読み聞かせなど

子ども 向けの行事を 開催する カ ーペッ ト 敷き のコ ー

ナーである 。 いかなごがデザイ ンさ れた垂水なら で

はのカ ーテン や、 テーマに応じ て調色が可能な照明

（ 例えば夏にこ わいおはなし 会を する時には赤色に

でき る）などの仕掛けが行事の雰囲気づく り を 担う 。

学習室（ 40 席） 及びグループ 学習室（ 1 室） は壁で

囲み、 落ち 着いて学習に取り 組める 空間と なる よう

配慮し た。  

4 階の「 たる みなと ルーム（ セミ ナー室）」 に隣接

する 屋上ひろ ばから は行き 交う 船や明石海峡大橋が

見え、 晴れた日には遠く 泉州地方の山々まで望むこ

と ができ る 。 屋上ひろ ばを はじ めと し て、 各階のテ

ラ スなど屋外空間が多いこ と はこ の図書館の特徴で、

景色を 眺めながら 読書を 楽し んでも ら えればと 考え

ている。  

 内装のう ち、 木材部分にはでき る 限り 地元産のも

のを 用いている 。建材と し ては、3 階児童書コ ーナー

の天井材や 4 階たる みなと ルームの壁面などに兵庫

県産の木材を 使用し ている 。 また家具には神戸市産

の木材を 使用し ている 。 例えば 3 階の円形テーブ ル

は、 西神戸ゴルフ 場跡地の整備に伴い伐採さ れた木

を 用いているほか、 2 階の書架脇に設置し ている ス

ツ ールは、 倒木の恐れがあっ た市内の街路樹を 再利

用し たも のである。 こ う し た地元産材の活用の他、

設計者が垂水の街でフ ィ ールド ワーク を 実施し て見

出し た色彩を 取り 入れるなど、 神戸ら し さ 、 垂水ら

し さ を 随所に盛り 込んだ内装に仕上がっ ている 。  

 

 

5． 運営の検討について 

屋外空間があり 、 またフ ロ アごと に機能の異なる

多様な部屋や座席が設けら れている こ と から 、 運営

については他都市での事例も 参考にし つつ念入り な

検討を 行っ た。   

利用者向けに開放し ている テラ スが 2 階に 2 カ 所

（ バステラ ス、 電車テラ ス）、 3 階に 2 カ 所（ 大橋テ

ラ ス、 う みテラ ス） あるのに加えて、 4 階に「 屋上

ひろ ば」 がある 。 こ れら の屋外空間の開放時間は夏

季（ 4～9 月） は 19 時まで（ 日祝は 17 時まで）、 冬

季（ 10～3 月） は 17 時までと し ている。 また、 2 階

の「 バステラ ス」 については飲食可能と し た。  

新たに導入し た座席管理システムは市内 5 館（ 中

央・ 東灘・ 北神・ 名谷・ 西） で既に運用し ていたが、

垂水図書館においては、 初の試みと し て 4 階「 たる

みなと ルーム」 にテーブル単位で予約でき る席を 設

けた。 2 人がけのテーブルを 予約し 、 予約者本人と

その同行者の合計 2 名まで利用でき る 仕組みと なっ

ている。

神戸市産材のテーブルと スツ ール 

たるみなと ルームのテーブル 

キールン 
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一般書フ ロア 2 階

 

 

 

 

児童書フ ロア 3 階

4 階 屋上ひろ ば・ たるみなと ルーム 
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裏側を つく ら ない 

         タ ト アーキテク ツ  島田 陽 

 私は神戸で長く 続いた書店「 海文堂」 の息子と し

て育ち、 高校は垂水駅から 通い、 タ ト アーキテク ツ

の最初の 10 年は垂水区塩屋に事務所を 構えていた。

そう し た背景から 「 本の空間」 にも 「 敷地」 にも 思

い入れがあり 、 こ の図書館のプロポーザルに、 泉大

津市立図書館を 設計中だっ たフ ジ ワラ ボ、 ト ミ ト

アーキテク チャ と の 3 社で取り 組み、 選定から 5 年

を 経てよ う やく 竣工を 迎えた。  

 敷地は四方から アプローチでき る ため、 多正面で

「 裏側を つく ら ない」 設計を 意識し た。 一見複雑に

見えるが、 実は直交グリ ッ ド のシン プルな構造であ

る 。 そこ に非構造の「 への字」 外壁を 自由な角度で

配置し 、 その隙間に窓やテラ スを 設けて直射光を 調

整し ている 。 粗い床端部と 、 天候や見る 方向によっ

て表情を 変える外壁で、 広場が積み重なっ たよ う な

外観を つく り 出し た。「 裏側を つく ら ない」 こ と は内

部も 同様で、設備やト イ レ 、避難階段、事務室と いっ

た裏方と みなさ れがち な場所を 設計上の要所と し て

丁寧に扱っ た。 2 階は空調効率と メ ンテナン スを 考

えて設備を 露出し 、 中央部に高い天井高を 確保し て

いる 。 東側の階段周り は、 今は閉じ ら れているが、  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居場所と し ても 設計し たので、 いずれは市民にも 利

用し ても ら いたい。  

 こ の図書館では「 人と 書棚の出会い方と 居場所」

を 追求し た。 家具設計は、 数々の図書館建築で知ら

れる 故・ 藤森泰司さ んにお願いし 、 氏が最後に関わ

ら れた図書館プ ロジェ ク ト と なっ た。「 おはなし ひろ

ば」 のカ ーテン は、 同じ く 図書館で名高い安東陽子

さ んによ るデザイ ンである。見通し の良い中央から 、

段階的に高く なる書架の先、 外光の影響を 受けやす

い外周部は人の居場所と し た。 図書館に行き 慣れて

いない人にも 足を 運んでも ら えるよ う 、 公園のよ う

に過ごせる屋上庭園やバスを 待つテラ スなども 設け

ている。  

 震災で 、 生ま れ育っ た書店が落下し た本の海と

なっ た光景は目に焼き 付いている。 交通空間と 図書

空間と いう 上下で性格の異なる 建築に対し 、 柱頭免

震の RC造と し て災害に備えた。  

 街の記憶を 育てる 場と し て、 簡単に古びない建築

を 目指し た。 本と 人と の出会いを 媒介する場を どの

よ う に育てていける か、 図書館が常に新し い可能性

を生む舞台であり 続けるよう 、 今後も 関わり 続けたい。  

図面提供： タ ト アーキテク ツ  写真撮影( 4-5p) ： 小川重雄 

 

  

2 階内観 3 階内観 

3 階 おはなし ひろ ば 夜間外観 
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６ ． 垂水図書館の施設概要  

 地下 1 階・ 地上 4 階 

図書館部分面積 2218. 31 ㎡ 

（ 図書館部分以外を 含む延面積 4269. 85 ㎡）  

 蔵書数 約 12 万冊 

 座席数 316 席 

 

＜図書館（ 2 階: 一般書・ 3 階: 児童書・ 4 階屋上） ＞ 

階 諸 室 屋 外 

4 階 たるみなと ルーム 

（ セミ ナー室）  

屋上ひろ ば 

3 階 おはなし ひろ ば 

学習室（ 40 席）  

グループ学習室 

う みテラ ス（ 南東向き ） 

大橋テラ ス（ 西向き ）  

2 階 新聞・ 雑誌コ ーナー 

個人ブース（ 3 席）  

対面朗読室 

バステラ ス（ 北向き ）  

電車テラ ス（ 南向き ）  

  

 

＜１ 階＞ 

・ 一般車用ロータ リ ー 

・ 図書館返却ポスト （ 閉館中のみ利用可能）  

＜地下＞ 

・ 垂水駅前原付駐車場（ 200 台）  

 ※8 月 1 日よ り 供用開始。定期利用のみ。 

・ 垂水図書館自転車駐輪場（ 59 台）  

 ※9 月 30 日よ り 供用開始。  

 

[ 新し い機能]  

＜座席管理システム＞ 

 座席予約のシステムを 導入し 、 専用端末を 2 階と

3 階に設置し た。 予約対象は、 学習室、 個人ブ ース

席、カ ウンタ ー席の計 55 席と グループ学習室（ 6 席）

およ び「 たる みなと ルーム（ セミ ナー室）」（ 8 テー

ブル） である。  

 ただし 開館後 1 週間は自由席と し 、10 月 7 日より

予約制と し た。 同日午前 7 時より イ ンタ ーネッ ト か

ら の予約も 開始し た。   

＜予約図書セルフ 受取棚＞ 

 市内4館目の予約図書セルフ 受取棚を 2階に設置。

照会機にて利用者自身で予約図書の場所と 冊数を 確

認し 、 指定の棚から 取出し て自動貸出機で貸出手続

き を 行う 。  

＜その他＞ 

 公衆無線 LAN を 導入し 、 垂水図書館全体（ 1 階及

び 4 階屋外を 除く ） で Wi -Fi を 利用でき る 。 また、 2

階入口近く に自動返却機を 設置し た。 オン ラ イ ン

データ ベース用の端末も 設置し 、 1 月 4 日より 運用

を 開始。「 日経テレ コ ン 21」 が閲覧可能である 。 そ

の他、 拡大読書器も 備えている 。  

 

７ ． 開館式典およ び開館の様子 

 2025 年 9 月 30 日、 開館記念式典が図書館 1 階ピ

ロ ティ にて、 9 時よ り 行われた。 久元市長の挨拶に

続き 、 神戸大使で棋士の谷川浩司十七世名人、 神戸

市会副議長、 垂水区自治会連絡協議会会長から ス

ピ ーチを いただいた。 最後にテープカ ッ ト を 行い、

20 分間の式典は終了し た。 式典後は 10 時頃まで、

式典出席者を 対象と し た内覧会を 実施。 図書館の 2

階から 4 階までを 見学いただき 、 各階に配置さ れた

中央図書館職員がスポッ ト 案内を 行い、 随時質問等

に対応し た。  

11 時に開館し 、 初めての来館者を 迎えた。 混雑緩

和のため、 開館の 1 時間前から 整理券の配布を ピ ロ

ティ にて実施。 翌 10 月 1 日およ び週末の 4 日と 5

日も 1 時間ごと に 200 枚の整理券を 配布し 入館制限

を 行っ た。 整理券の配布は垂水図書館の指定管理者

である株式会社図書館流通セン タ ーが担当し た。  

 

８ ． 利用状況  

開館初日の入館者数は 2, 693 人、貸出冊数は 2, 430

冊、 新規登録者は 210 人にのぼっ た。  

開館当初は図書館カ ード を 作成する 人が増える こ

と を 想定し 2 階カ フ ェ スペースと 西カ ウン タ ーを 利

用券申込書受付用の臨時窓口と 記載台と し た。 こ れ

によ り 、カ ウンタ ーの混雑を 解消する こ と ができ た。 

その後も 連日多く の方に来館いただき 、11 月 6 日

には来館者数 10 万人を 達成、 10 万人目の方に垂水

図書館から 記念品を 贈呈し た。  

 

＜開館から 2 か月の利用統計＞ 

10 月 

 総数 一日平均 前年比 

入館者数 81, 866 人 3, 032 人 257％ 

貸出冊数 67, 598 冊 2, 504 冊 150％ 

新規登録者 3, 703 人 137 人 1096％ 

 

11 月 

 総数 一日平均 前年比 

入館者数 70, 439 人 2, 709 人 234％ 

貸出冊数 62, 719 冊 2, 412 冊 143％ 

新規登録者 1, 811 人 70 人 596％ 
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垂水図書館開館後の様子 

垂水図書館長 高田 綾子 

 

１ ． 新し く なっ た垂水図書館 

 こ れまで多く の方々に親し まれてき た垂水図書館

が、 新たに生まれ変わっ た。 長年待ち望まれた新し

い図書館であり 、 よ う やく 完成し たこ と を 幸せに感

じ る と いう 声が数多く 寄せら れる。 心地よい居場所

ができ たこ と への喜びや、 地域の拠点と し て期待と

関心が高まっ ている 中、 日々たく さ んの利用者が訪

れ、 学習室や屋上ひろ ばなど、 お気に入り の場所で

思い思いに過ごし ている。  

２ ． オープニングイ ベント  

新館オープン を 記念し て様々なイ ベント を 実施し

た。 建築家・ 島田陽氏の著書を 展示する 特集展示と

あわせて、 ト ーク イ ベント 「 垂水図書館が出来るま

で」 や島田氏と 巡る 図書館ツ アーを 行い、 建築に込

めら れた想いや工夫を 利用者が建築家から 直接聞く

機会を 設けた。 建築上の配慮や細部へのこ だわり が

分かり 、 図書館への愛着がわいた、 図書館を 誇り に

思う と いう 感想が寄せら れた。  

 また、 垂水駅北側の付近一帯は「 垂水日向遺跡」

と 呼ばれ、1987 年以降、40 回以上の発掘調査が行わ

れている 。 オープニン グに合わせて文化財課と 連携

し 、 図書館入口の左手に備え付けの展示ケースに、

垂水日向遺跡から の出土品を 展示し た。  

 他にも 、「 たる る んの count  ZEROバッ グ」 と 題し

た企画で は、 開館に向けて 購入し たま だ誰も 手に

と っ ていない資料を 集めて貸出し た。 中身が見えな

い形式での提供で、 どんな本が入っ ているのだろ う

と いう 期待感が利用者の好奇心を 刺激し た結果、 多

く の利用につながっ た。後日、実際にどんな本が入っ

ていたかを 紹介する ブッ ク リ スト 展示も 行っ た。  

 

  

 

 

 

 

 

 

館内の“ 映
ば

える ” 場所にはフ ォ ト スポッ ト を 設置

し（ 写真①）、撮影し た写真を SNS に投稿する 参加型

企画と し て「 ＃（ ハッ シュ タ グ） は新垂水図書館」

を 実施し た。 また、「 はじ めのいっ ぽ～5 年後へのタ

イ ムカ プセル～」（ 写真②） では、 未来の垂水図書館

へ宛てたメ ッ セージを 募り 、 5 年後に公開する 予定

である。 時がたっ ても 地域の拠点であり 続ける 垂水

図書館への思いを 共有し た。  

３ ． 地域と の連携 

 地域と の協力も 本館の大き な特徴で、 地元で学ん

だこ と を 生かし て、 こ ども 目線で作っ たメ ディ アを

発信し ている 「 こ ども 編集部」 と 協力し 、 図書館の

紹介動画や中高生向けパンフ レ ッ ト を 作成・ 発信し

ている。 若い世代が自ら の言葉で図書館の魅力を 伝

える こ と で、 新し い利用の繋がり が生まれるこ と を

期待し ている 。 こ う し た取り 組みは学びを 通じ て垂

水での暮ら し を より 豊かなも のにする 一助と なっ て

いる 。  

 秋祭り では、 地元の名物である布団太鼓が図書館

の周り を 練り 歩き 、 その光景を テラ スから 眺めなが

ら 歓談を 楽し む利用者の姿が見ら れた。 日常の学び

の場に地域のにぎわいが重なり 合う 光景は、 垂水図

書館が暮ら し の一部と し て根付き 始めているこ と を

象徴し ている 。  

 11 月 2 日、図書館前広場では「 垂水フ ィ ッ シュ マー

ケッ ト 」 が開かれ、「 大漁旗」 を 掲げる 場所と し てテ

ラ スを 提供し た（ 写真③）。訪れた人の目を 楽し ませ

る 風景と なり 、 漁業関係者にも 大いに喜んでいただ

いた。  

垂水消防署と 連携し た 11 月 15 日の「 なり き り 消

防隊」では、はし ご車を 使っ た模擬救助を 行っ たり 、

消防隊員が 3 階テラ スから 1 階へロープで降り たり

し 、イ ベン ト 参加者から は大き な歓声が上がっ た（ 写

真④）。  

また、 屋上ひろ ばに植えら れた植物が季節と と も

に実り を 迎え、 訪れる 人に小さ な発見と 喜びを も た

ら し ている。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ． さ いごに 

 垂水図書館は、こ れから も 学びの種を まき 続ける。

人と 本が出会い、 地域と 知が交わる こ の場所が、 誰

にと っ ても 安心し て立ち寄れる “ みなと ” であり 続

ける よう 、 あゆみを 重ねていく 。  

（ 写真①）  （ 写真②）  

（ 写真③）  
（ 写真④）  
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－山陽電鉄舞子公園駅に返却ポスト を 設置－ 

駅構内の改札外通路へ設置し 、2025 年 11 月 19 日 

13 時よ り 供用を 開始し た。 始発から 終電までの間、

年末年始を 除き 、いつでも 利用可能。 ( 総務課・ 乾)  

－予約図書自動受取機の取置期間短縮について－ 

予約図書自動受取機( 三宮・ 花時計前駅) の利用増

加により 発生し ている 同機への入庫待ち を 改善し 、

速やかに予約図書を 提供する ため、2026 年 1 月より

取置期間を 5 日から 4 日に変更し た。  

( 総務課係長・ 川村)  

－学校園における 神戸市電子図書館の利用開始－ 

2025 年 7 月よ り 、 神戸市電子図書館の読み放題

パッ ク を 活用し て、市立小中学校の GI GA端末での利

用を 開始し た( 特別支援学校は 9 月から ) 。 対象者は

市立小中学校の児童・ 生徒、 教員の約 11 万人。 閲覧

でき るコ ン テン ツは読み放題パッ ク 285 点、 青空文

庫 500 点、図書館の独自登録資料( KOBE の本棚等) 約

90 点で、いずれも 同時接続数の制限がないコ ンテン

ツ と なっ ているため、 複数人で同時に読むこ と がで

き る 。 また、 神戸市内の私立小中学校へも 広報を 行

い、 申込のあっ た中学校 3 校に対し ても I Dを 配布、

12 月より 利用を 開始し た。   

( 利用サービ ス課・ 小嶋)  

－図書館への児童書寄贈について－ 

一般財団法人みなと 銀行文化振興財団から 三宮図

書館 43 冊、北神図書館 44 冊( 各 10 万円相当) の児

童書を 寄贈いただいた。 2016 年度より 毎年 2 館へ

寄贈さ れ、 三宮・ 北神の両館へは 2 回目と なる 。  

( 利用サービ ス課・ 高木)  

－読書週間講演会 佐々木孝昌氏 

「 サブカ ル的に見る 、 戦前神戸の息の痕」 － 

 2025 年 10 月 25 日に中央図書館でサブカ ル郷土史

家の佐々木孝昌氏によ る講演会を 開催し た。 湊川神

社境内の建造物や大倉山界隈の石垣について、 自身

で撮影し た写真と 古写真を 豊富に紹介。 街歩き と 資

料から 身近な歴史を 解き 明かす魅力を 、 楽し さ いっ

ぱいに語ら れた。 参加者は 64 名。  

( 利用サービ ス課・ 天田)  

－神戸「 本」 の文化振興プロ ジェ ク ト － 

全国的に書店や出版社が減少し 読書離れが進む中、

「 神戸「 本」 の文化振興プロ ジェ ク ト 」 は 2024 年よ

り スタ ート し た。 多く の市民に「 本」 に興味を 持っ

ても ら い、新たな読者層の開拓につなげていく ため、

書店や出版社等と 連携し た様々な取り 組みを 進めて

い る 。 2025 年 8 月に は、 プ ロ ジ ェ ク ト の公式

I nst agr am「 BOOK CULTURE KOBE」 を 開設。 神戸で活

躍する方々の本にまつわる 思い出や、 本関連のイ ベ

ン ト 情報など を 発信し ている 。 また、 読書週間に合

わせた 10 月から 11 月にかけては、 市内書店と 連携

し た「 本と のひと と き 」 フ ェ アを 実施。 書店の売場

にて、 プロジェ ク ト のロゴマーク が入っ たオリ ジナ

ル読書グッ ズと 、 書店員や司書のおすすめ本が販売

さ れた。市内の 22 店舗も の書店で一斉に同一のフ ェ

アを 展開する と いう 、 他に例を 見ない大規模な企画

と なっ た。 フ ェ ア期間中、 中央図書館においても 読

書グッ ズを 展示し プロ ジェ ク ト の PRを 行っ た。さ ら

に、 神戸市内に新たな書店が開業さ れる こ と を 目指

し 、オン ラ イ ン によ る「 みんなの本屋講座」 を 開講。

全国の有名書店の店主ら を 講師に招き 、 書店開業の

ために必要な実践的な 知識・ スキルを 学べる 全 17

回の講座で、 受講者数は約 160 名にのぼっ た。 2026

年3月には、第2回目と なる「 KOBE BOOK FAI R & MARKET」

も 六甲アイ ラ ン ド で開催予定。 今後も 、 神戸におけ

る 「 本」 の文化がさ ら に充実し たも のと なるよ う 、

取り 組みを 進めていき たい。    ( 総務課係長・ 宮本)  

－新長田図書館から あり がと う の 30 年－ 

新長田図書館では、 2025 年 11 月 18 日から 12 月

14 日まで、 開館 30 周年記念行事を 開催し た。 今回

の行事は、長年同館を ご利用いただいている 方にも 、

し ばら く 足が遠のいていた方にも 、 図書館に親し ん

でいただく こ と を 目的と し た。  

期間中、 長田区や震災復興に関する 資料展示を

行っ たほか、 新長田図書館と 旧「 長田図書館」 への

メ ッ セージを 募集し 、 多く の方が参加し た。 ま た、

「 あなたから のイ ベン ト リ ク エスト 」 企画では、 利

用者が「 やっ てみたい」 と 思う イ ベン ト に投票でき

る 仕組みを 設け、 結果を 館内掲示。 得票数が多かっ

た「 自動貸出機でラ ッ キーく じ 」「 ぬいぐ る み図書館

たんけん隊」 は、2026 年度に実施予定。   ( 総務課・

石黒)  

－手帳－ 

会議  毎月１ 回 中央図書館職員安全衛生委員会 

研修   9. 17～ 9. 19 新任図書館長研修 

10. 16 館内研修「 90 分で備える、 も し も の

場面に負けない心と 体」  

    12. 18 館内研修「 視覚障害のある方への図書

館サービ スを 知ろ う 、 体験し よう 」  

工事  10.  1～11. 30 中央図書館自動火災報知設備更新 

11. 10～11. 25 中央図書館エン ト ラ ン ス改修 

その他 9. 30 新垂水図書館開館 

    9. 30 垂水駅前返却ポスト 供用終了 

    11. 19 舞子公園駅構内返却ポスト 供用開始 

12.  5 市民満足度調査 

    12. 18 中央図書館消防訓練 

書燈 340 号 2026 年 2 月 非売品 編集発行 神戸市立中央図書館 

     








